
秋
の
火
災
予
防
運
動
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家族づれの 1」楽に 

五所川原遊園地をどうぞ 

 

  

鎌
谷
町
の
神
明
宮
境
内
が
五

所
川
原
遊
園
地
と
し
て
、
造
園

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
敷
地
三
・
 

O
〇
〇
坪
の
境
内
に
水
こ
様
を

ま
つ
る
池
、
川
沿
い
に
滝
も
あ

る
〕
七し
い
）
寿
ヴ
，ー
リ
 

近
く
、
芝
生
を
棋
え
、
プ
ーフ

ン
コ
等
も
設
け
る
こ
と
に
な
つ

て
お
り
ま
す
。
 

家
族
づ
れ
の
行
楽
に
、
五
所
 

川
原
遊
園
地
は
い
か
が
で
し
よ
 

え
ノ
。
 

ス
 

ー
 

ユ
 

ー
 
ー
 

政
 

市
 

（昭和33年9月1日第3種郵便物認可） ①
 

秋
の
火
災
予
防
連
動
が
、
十

月
十

】
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す

こ
の
運
動
は
、
火
災
予
防
思
想

の
普
及
向
上
に
よ
る
、
出
火
の

防
止
と
、
避
難
管
理
体
制
り
確

立
、
早
期
通
報
と
初
期
消
火
に

よ
り
、
市
民
の
生
命
、
財
産
を

守
る
こ
と
を
目
的
に
、
十

一
月

三
十
日
ま
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

お
互
い
に
、
火
の
元
に
は
十

分
注
意
し
、
火
災
の
防
止
に
つ

と
め
ま
し
よ
う
。
 

ー

、
、、

！
！、
、
、
、？
 

毘
 
沙
 
門
 

簡
易
郵

便
局
開

設
 

毘
沙
門
、
長
富
他
区
住
民
の

要
望
に
よ
つ
て
、
市
で
は
，
こ

の
た
び
毘
沙
門
簡
易
郵
便
局
を

設
置
す
る
「』
（
どに
な
り
、
郵
政

省
と
開
設
契
約
を
締
結
し
た
。
 

場
所
は
毘
沙
門
字
熊
石

一
八

六
番
地
杉
山
商
店
方
で
、
十
月

十
六
日
開
局
、
①
書
留
郵
便
、
 

小
包
の
引
受
、
郵
便
切
手
、
印

紙
類
の
売
さ
ば
き
、
⑧
郵
便
貯

金
、
③
郵
便
為
替
、
④
郵
便
振

替
貯
金
、
⑥
簡
易
生
命
保
険
、
 

⑥
郵
便
年
金
の
事
務
を
執
る
J
 

な
お
、
事
務
担
当
者
に
は
、
 

地
元
の
要
望
に
よ
つ
て
長
富
の

高
橋
馨
氏
を
委
嘱
し
た
。
 
 

た
ば
こ
に
よ
る
火
災
防
止
 

五
所
川
原
一m
で
の
、
火
災
発

生
の
原
因
別
で
、
 一
番
多
い
の

は
た
ば
こ
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

農
地
被

買

給
付

金
 

給
付
金
業
務
室
で
は
、
八
月

二
十
日
か
ら
、
受
け
付
け
を
開

始
し
，
み
な
さ
ん
の
要
望
に
応

え
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
間
、
い
ろ
い
ろ
な
問
い

合
せ
や
、
請
求
書
類
の
審
査
、
 

各
種
の
添
付
書
類
の
説
明
等
十

分
納
得
の
行
く
よ
う
、
巾
し
あ

げ
て
き
ま
し
た
が
、
な
か
に
は

み
な
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
る
買

収
令
書
が
完
全
で
な
い
も
の
も

あ
つ
て
、
受
け
つ
け
で
き
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
U
 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
県
当
局

と
接
渉
し
た
結
果
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
様
式
の
買
収
令
書
は
、
受

け
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

か
ら
、
該
当
す
る
方
は
、
ご
遠

慮
な
く
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
先
だ
つ
て
業
務
室
か

ら
、
正
式
な
買
収
令
書
で
な
い

か
ら
と
し
て
、
返
さ
れ
た
方
も

今
一
度
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 
 

お
互
い
に
、
た
ば
こ
に
よ
る
火

災
を
防
ぎ
ま
し
よ
う
。
 

映
画
館
、
市
民
文
化
会
館
、
 

百
貨
店
等
で
の
た
ば
こ
は
、
喫

煙
指
定
場
所
以
外
で
は
、
吸
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

ま
た
、
道
路
を
歩
行
中
に
は

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。
 

収
 
者
 

だ
 
よ
 
り
 

◇
買
収
令
書
に
、
当
時
の
農

地
委
員
会
で
発
行
し
て
い
る
土

地
の
地
番
、
地
目
、
地
積
、
対

価
等
が
わ
か
る
添
付
書
類
が
あ

る
も
の
は
、
受
け
つ
け
ま
す
。
 

△
形
 
容
 

の
表
紙
 
買
収
令
書
 

次
表
 
土
地
細
目
表
の
み
 

【
受
付
し
ま
す
廿

⑩
 
の
え
準
ず
る
も
の
 

H
受
付
し
ま
す
n
 

コ
ン
口
、
ス
ト

ー
ブ
の

取
扱
い
は
正
L
く
 

石
油
、
ガ
ス
等
の
コ
ソ
口
、
 

ス
ト
ー
プ
等
の
正
し
い
取
扱
い

方
を
知
つ
て
お
き
、
器
具
は
い

つ
も
点
検
し
て
、
使
用
し
ま
し

よ
う
。
 

早
期
通
報
と
初
期
消
火
 

万
一
、
火
災
が
お
き
た
ら
い

ち
早
く
一
一
九
バ
ン
へ
、
通
報

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

ま
た
、
石
油
、
ガ
ス
等
の
火

災
に
適
応
す
る
家
庭
用
消
火
器

を
備
え
て
お
き
ま
し
よ
う
。
 

避
難
管
理
体
制
の
確
立
 

火
災
に
よ
る
人
命
損
傷
事
故

は
、
依
然
と
し
て
あ
と
を
た
た

ず
、
こ
と
し
も
、
す
で
に
県
内

で
は
十
四
人
、
市
内
で
三
人
の

尊
い
人
命
が
失
な
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
 

一
般
家
庭
で
は
、
非
常
ロ
を

確
保
し
、
避
難
器
具

（
は
しご

等
）
を
備
え
て
お
き
ま
し

よ
う
 



減税補てん債 

災害復旧債亡二 

枠 外 債に二 1 

そ 	の 	他 ト 3,2り5 

	

ト 3,2り5 	 こ：二］ 2千万円 

ー1 26,900 

19,993 

16.480 

昭和 40年 10 月 15 日 
	

市 	政 
	

コ． 	 ス 
	

(2) 

〇…昭和39年度五所川原市の普通会計等の決算（見込）状況・・・〇 

〇・・・がこのほどまとまりました。普通会計等とは、一般会…〇 

〇・・・計、都市計画事業特別会計、養護老人ホーム事業会計…〇 

〇・・・市民文化会館事業会計の四つからなつております。 	…〇 

〇・・・五所川原市は、昭和34年度以来、財政再建準用団体と…〇 

〇…して、財政の建て直しに、鋭意努力してきましたが、・・・〇 

〇…漸くその期間も半ばすぎ、あと 3 カ」Fで赤字解消を果・・‘〇 

40・ 5 

起債 の現在高状況 

・31 現在 単位 千円 

〇…すことになるわけです。今後とも、市民の皆さまのご…〇 教 育 債 
〇・・・協力をお願いいたします。なお、数値については、国・・・〇 227,957 

〇…の決算統計の方法により、分類算出してあります。 	・・・〇 
ーーーーー～

.,ー～ー 

土 木 債 63,017 

普通会計別決算（見込）状況 
単位 千 円 

会 	計 	名 歳 	入 」歳 	出 差 

一 	般 	会 	計 673 443 732.964 乙、 	59.521 

都市計画事業会計 17.624 13.540 4.084 

養護老人ホーム事業会計 2.406 3.729 Z、 	1.323 

市民文化会館事業会計 2.802 7.120 乙、 	4318 

台 	 言「 695 275 757.353 乙、 	引 .078 



補助費等 32,840 ぐ 

公債費 	48J92 1 (4.3%\48,921 
(6.5%) 

その他 

r41 379(55%) 

人件費 

物件費 物件費 188,120 

67,424 

(8.9%. 	総 

前年度繰上充用金 757,3 

92,764 

前年度繰ー 

92 
扶助費 

使用料・手数料 

21,752 (3.2%) 
その他 

16,590 (2.3%) 

地方債 44,200 

(6.3%) 
税収入 

214,208 

(30.8%) 

普通建設事業費 

137,290 
(19.6%) 

(18.1%) 

③ 	 市 	政 
	

ニ 	ユ 	・ー 	ス 	 昭和 40年 10 月 15 日 

性質別歳出の状況 
	

歳 入 の 状 況 

単位 千円 
	

単位 千 

目

的
別
歳
出
 
の
 

状
況
 

商 工 費 ， 

災害復 I日費 ， 

労 効 費 ■ 

議 会 費 ’ 

衛 生 費 ~ 

消 

公 

農林水産業費  『h一、“ 

教 

土 

防 	費 	h 了 	 （ (12.3%) 148,615 

前年度繰上充用金  ― 
総 務 費 

民 

千 万 円 
	

5 
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15 
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ス
 

ー
 ユ

 
ニ
 

政
 

市
 

昭和 40年 10月 15 日 

最
近
、
出
稼

ぎ
に
よ
る
悲
劇

が
、
大
変
多
く

な
つ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
 

た
と
え
ば
、
 

就
労
先
で
の
賃

金
不
払
い
、
子

供
だ
け
残
し
て

の
夫
婦
の
山
稼

ぎ
、
出
稼
ぎ
先

で
の
所
在
不
明

ま
た
、
留
守
家

族
へ
送
金
を
し

な
い
等
、
い
ろ

ん
な
問
題
が
生
 

じ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
問
題
を
起
さ
な
い

よ
う
、
早
期
に
処
理
す
る
必
要

か
ら
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

市
福
祉
事
務
所
に
、
出
稼
相
談

所
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
・

し
た
。
 

相
談
所
で
は
、
出
稼
先
と
留

守
家
族
と
の
、
パ
イ
プ
の
役
割

を
努
め
る
よ
う
配
慮
し
て
お
り

ま
す
か
ら
、
今
後
、
出
稼
ぎ
す

る
方
、
留
守
家
族
の
方
は
、
つ

ぎ
の
こ
と
に
ご
留
意
の
う
え
、
 

ご
遠
慮
な
く
相
談
所
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

出
稼
ぎ

す
る
前
に

は
 

◇
家
庭
経
済
の
設
計
を
樹
て
る
 

日
 
日
ロH
［目
日
日
日
 

曜
曜
曜
 

町
町
町

町
 

島
 
田
 

敷
き
雛
 

町
 
 

留
守
家
族
の
生
活
設
計
と
、
 

出
稼
ぎ
に
は
目
的
を
も
つ
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

児
童
の
保
護
、
保
育
に
は
、
 

十
分
配
慮
し
ま
し
よ
う
。
 

◇
条
件
の
確
認
を
す
る
 

資
金
、
保
険
、
作
業
内
容
は

就
労
前
に
確
認
し
ま
し
よ
う

◇
就
職
は
、
必
ず
安
定
所
経
る

知
人
、
親
せ
き
、
広
告
募
集

業
者
直
接
の
交
渉
等
は
、
事

故
が
最
も
多
い
。
 

就
労
し

て
か
ら
 

家
族
へ
の
音
信
は
、
怠
ら
ぬ

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

賃
金
の
支
払
い
形
態
を
確
認

し
ま
し
よ
う
（
下
請
の
場
合

特
に
注
意
し
ま
し
よ
う
）
 

未
払
い
、
賃
金
等
に
対
す
る

心
構
え
（
事
業
所
、
所
在
地

の
労
初
基
準
監
督
署
が
担
当

す
る
〕
 

留
守
家

族
で

は
 

◇
出
稼
先
へ
の
連
絡
を
怠
ら
な

い
よ
う
に
 

子
供
の
作
品
、
市
広
報
等
を

送
り
ま
し
よ
う
。
 

家
庭
の
状
況
、
町
内
、
部
落

の
状
況
を
知
ら
せ
ま
し
よ
う

◇
心
配
ご
と
は
、
早
期
に
申
し

出
て
を
す
る
 

日
日
日
 

23日 

井

井
井
 

木
原
 

平
平
平
 
 

問
題
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
 

未
然
の
防
止
策
と
、
早
期
処

理
の
必
要
性
を
、
お
互
に
認

識
し
ま
し
よ
う
。
 

高
満
市
議

渡
欧
 

婦
連
の
」
員
と
し
て
 

市
議
会
議
員
高
満
タ
力
馬
は

全
国
地
域
婦
人
団
休
連
絡
協
議

会
代
表
団
の
一
員
と
し
て
、
一
一

十
日
間
に
わ
た
り
、
欧
州
各
国

の
婦
人
活
動
や
、
社
会
福
祉
施

設
を
視
察
し
ま
す
。
 

一
行
は
、
十
月
十
五
日
羽
田

を
た
ち
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン

ダ
、
ペ
ル
ギ
ー
、
 ド
イ
ッ
、
デ

ン
マ
ー
ク
、
イ
タ
リ
ー
等
を
ま

わ
り
、
十
一
月
三
日
帰
国
の
予

定
で
す
。
 

〇
…
旧
軍
人
等
の
 

抑
留
期
間
の
加
算
…
〇
 

旧
軍
人
、
軍
属
と
し
て
、
昭

和
二
十
年
九
月
二
日
か
ら
引
き

続
き
、
海
外
に
あ
つ
た
者
の
軍

人
軍
属
と
し
て
の
在
職
年
を
、
 

計
算
す
る
場
合
に
は
、
同
日
帰

国
ま
で
の
在
職
期
間
の
一
月
に

つ
き
、
 一
月
の
外
国
鎮
戊
に
準

ず
る
加
算
を
割
増
し
に
な
り
ま
 

津
鉄

五
所
川

原
駅
 

こ
 
線
 
橋
完
成
 

津
鉄
五
所
川
原
駅
の
こ
線
橋

が
こ
の
ほ
ど
完
成
さ
れ
ま
し
た

こ
の
こ
線
橋
は
国
鉄
五
所
川
原

こ
線
橋
に
併
設
し
た
も
の
で
利

用
者
か
ら
よ
ろ
こ
ぱ
れ
て
い
る
 

（写
真
…
高
満
氏
）
 

し
た
。
 こ
れ
に
よ
り
、
普
通
恩

給
所
要
最
短
年
限
に
達
す
る
場

合
は
、
市
役
所
市
民
課
に
、
履

歴
申
立
書
を
提
山
し
て
く
だ
さ

し
 〇

…
旧
軍
人
の
恩
給
、
お
 

よ
び
扶
助
料
の
増
額
…
〇
 

旧
軍
人
の
普
通
恩
給
二
〇
％

公
務
関
係
三
〇
％
の
増
額
が
な

さ
れ
た
。
 こ
れ
は
、
恩
給
局
長

が
、
職
権
で
改
定
す
る
。
 

納
骨

堂
を

建
立
 

廿
法
 
永
寺

廿
 

法
永
寺
（
小
山
田
鳳
隆
住
職
）
 

は
、
明
治
以
前
か
ら
、
無
縁
仏

の
ご
供
養
を
つ
づ
け
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
た
び
、
寺
院
の

一

角
に
納
骨
堂
を
建
立
し
、
当
地

方
の
行
旅
病
死
者
や
老
人
ホ

ー
 

ム
等
の
、
身
よ
り
の
な
い
死
者

の
霊
を
ご
供
養
し
ま
す
。
 

『
防
災
上
の
心
得
』
を

紙
面

の
都
合
に
よ
り
、
休
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

出稼ぎ相談所を 

	ご利用くださし、ー 

10月ごみ処理日程 

ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 

曳

ポ
水
木

金
郷
凱
鵜

金
火
金
 

名
 
大
 
通
一
 
り
 
小
 
路
 

り
 
曜
曜
曜
曜

日
日
日
曜
曜
曜
 

錦 町．敷島町 毎週 水’曜 日 定位買定日集収 

敷島町．雛田町 	毎週 木 曜 日 	ク 

元 	 町 	毎週 金 曜 日 	ク 

平和町一千鳥町 第 1 ，第 3日曜日 ク

十川町．下平井住宅 第 1 ．第 3日曜日 ク

田園調布．松島住宅 第1 ．第 3日曜日 ,, 
平 井 町 毎週 金 曜 日 	ク 

さ
 
つ
 
き
 
町
 
毎
週
 
水
 
曜
 
日
 
ク
 

毎
毎
毎
毎

第
第

第
毎
毎
毎

2
72
52
62
81
1
 

週
週
週

週
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